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議案の審議（可決等）結果一覧�

第1回定例会
【市長提出議案（46件）】
● 専決処分の承認を求めることについて
（平成16年度武蔵野市一般会計補正予算（第5回））…………………………………………承認（全会一致）

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ……………………………同意（全会一致）
※武蔵野市固定資産評価審査委員会委員、田代章夫氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの。

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ……………………………同意（賛成多数）
※武蔵野市固定資産評価審査委員会委員、高橋功次氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの。

● 武蔵野市議会市政調査研究費の交付に関する条例の一部を改正する条例 ………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市個人情報保護条例の一部を改正する条例 …………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 ……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市議会議員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 …………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ……………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の住宅費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………可決（全会一致）
● 武蔵野市農業委員会の委員の選挙による委員の定数条例の一部を改正する条例 ………可決（全会一致）
● 武蔵野市文化財保護条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（全会一致）
● 東京高等裁判所平成14年（ネ）第5519号建物明渡等請求控訴事件に係る和解について …可決（全会一致）
● 焼却灰加工物の処理に関する和解について …………………………………………………可決（全会一致）
● コミュニティセンターの指定管理者の指定について ………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野公会堂の指定管理者の指定について ……………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野市民文化会館の指定管理者の指定について ……………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野芸能劇場の指定管理者の指定について …………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野スイングホールの指定管理者の指定について …………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立吉祥寺美術館の指定管理者の指定について ……………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立松露庵の指定管理者の指定について ……………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立自然の村の指定管理者の指定について …………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立0123施設の指定管理者の指定について ………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市軽費老人ホームの指定管理者の指定について ……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立老人デイサービスセンターの指定管理者の指定について ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立老人介護支援センターの指定管理者の指定について …………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立高齢者総合センターの指定管理者の指定について ……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立北町高齢者センターの指定管理者の指定について ……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野商工会館市民会議室の指定管理者の指定について ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立体育施設の指定管理者の指定について …………………………………………可決（賛成多数）
● 三鷹駅北口昇降施設設置工事に関する協定 …………………………………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市一般会計補正予算（第6回）……………………………………………可決（賛成多数）
● 平成16年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）……………………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）……………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市老人保健（医療）会計補正予算（第1回）……………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第2回）…………………………………可決（全会一致）
● 平成17年度武蔵野市一般会計予算 ……………………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市下水道事業会計予算 ……………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 ……………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算 ……………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市介護保険事業会計予算 …………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市水道事業会計予算 ………………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年3月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例 ………………………可決（賛成多数）
● 平成17年3月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例 ………………可決（賛成多数）
● 平成17年3月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例 …………………可決（全会一致）

【議員提出議案（2件）】
● 東京法務局武蔵野出張所の廃止反対に関する意見書 ………………………………………可決（全会一致）
● スマトラ沖大地震及びインド洋津波被害への支援強化に関する意見書 …………………可決（全会一致）

第1回臨時会
【市長提出議案（1件）】
● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ……………………………………………………可決（賛成多数）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、8月1日発行の市議会

だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。

ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：6月17日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・年齢・電話番号・

撮影年月日・撮影場所・作品名を写真裏
面に記載し、郵送にてご応募ください。
なお、採用された場合、後日作品のコメ
ントをいただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883

■
採
　
択

・
公
衆
ト
イ
レ
に
関
す
る
陳
情

・
東
京
法
務
局
武
蔵
野
出
張
所
の
廃
止
反
対
に
関
す
る
陳
情

（
同
内
容
三
件
は
み
な
し
採
択
の
扱
い
）

■
意
見
付
き
採
択

・
ム
ー
バ
ス
新
路
線
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
平
成
十
六
年
度
地
方
税
制
改
正
に
伴
う
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
軽
減
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
不
　
採
　
択

・
農
水
省
跡
地
利
用
計
画
に
関
わ
る
議
会
の
審
議
の
適
正
化

に
関
す
る
陳
情
（
※
）

・
農
水
省
跡
地
の
土
地
の
使
い
方
と
そ
の
決
め
方
に
関
す
る

陳
情
（
※
）

■
継
　
続

・
「
浜
岡
原
発
震
災
」
に
お
け
る
子
ど
も
と
妊
婦
の
た
め
の

放
射
能
災
害
対
策
に
関
す
る
陳
情
　
　

ほ
か
三
件

（
※
）
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

議会ダイヤル�
自由民主クラブ 460-1884 651-9444

民主・市民ネット 460-1889 651-9587�

市議会市民クラブ 460-1885 651-9445�

市議会公明党 460-1887 651-9479�

日本共産党武蔵野市議団 460-1888 651-9485�

市民の党 460-1890 651-9604�

無会派議員（第7控室） 460-1886 651-9469�
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議会事務局�
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。�

第１回定例会で可決された意見書は2件
で、政府・国会へ提出されました。その
要旨は次のとおりです。

政
府
・
国
会
へ

東
京
法
務
局
武
蔵
野
出
張
所
の

廃
止
反
対
に
関
す
る
意
見
書

東
京
法
務
局
武
蔵
野
出
張
所
の
廃
止
計

画
は
、
定
め
ら
れ
た
基
準
か
ら
か
け
離
れ

た
も
の
で
あ
り
、
廃
止
の
理
由
が
な
い
ば

か
り
か
、
実
施
さ
れ
た
場
合
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
著
し
く
低
下
す
る
。
こ
の
た
び
の

武
蔵
野
出
張
所
の
廃
止
計
画
は
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
低
下
を
招
く
た
め
、
撤
回
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
法
務
大
臣
あ
て
）

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
及
び

イ
ン
ド
洋
津
波
被
害
へ
の

支
援
強
化
に
関
す
る
意
見
書

次
の
事
項
に
重
点
を
置
い
た
支
援
態
勢

の
強
化
を
求
め
る
。

一
、
被
害
調
査
、
邦
人
の
安
否
確
認
、
邦

人
被
害
者
及
び
家
族
の
た
め
の
支
援
対

策
強
化
を
行
う
こ
と
。

二
、
被
災
者
へ
の
精
神
的
な
ケ
ア
、
人
身

売
買
防
止
の
災
害
孤
児
対
策
も
含
め

た
、
持
続
的
な
支
援
態
勢
を
構
築
し
、

強
化
す
る
こ
と
。

三
、
各
種
医
療
チ
ー
ム
や
援
助
活
動
の
経

験
を
も
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
積
極
的
に
協
同

し
、
緊
急
援
助
を
行
う
態
勢
を
強
化
す

る
こ
と
。

四
、
医
療
、
飲
料
水
、
食
糧
、
衛
生
、
仮

設
住
宅
建
設
な
ど
の
初
期
支
援
に
加
え

て
、
伝
染
病
な
ど
の
防
疫
対
策
を
含
む

二
次
災
害
防
止
へ
の
適
切
な
支
援
策
の

強
化
を
行
う
こ
と
。

五
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等

と
の
間
で
、
現
地
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
情

報
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
調
整
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
。

六
、
津
波
早
期
警
戒
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
速
や

か
に
構
築
し
、
災
害
情
報
を
住
民
に
伝

え
る
通
信
網
や
住
民
へ
の
災
害
教
育
の

た
め
の
支
援
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
外
務
・
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
あ
て
）

見
書

意

本
欄
前
々
号
で
、
意
見
つ
き
採
択
と
し
て
掲
載
す
べ
き
陳
情
が

未
掲
載
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
意
見
付
き
採
択

・
玉
川
上
水
の
自
然
環
境
と
住
環
境
保
全
に
関
す

る
陳
情

（
平
成
十
六
年
九
月
二
日
採
択
）

お　詫　び
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乳
幼
児
医
療
費
の

所
得
制
限
撤
廃
へ

三
月
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
武
蔵

野
市
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
事
業
は
平
成
六

年
よ
り
開
始
し
、
本
市
で
は
東
京
都
制
度
に

準
拠
し
た
所
得
制
限
を
設
け
て
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
急
速
な

進
行
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
近
隣

市
区
等
で
所
得
制
限
の
撤
廃
を
行
う
自
治
体

が
ふ
え
、
こ
こ
数
年
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
市
議
会
等
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画

の
中
で
は
、
医
療
機
会
保
障
の
公
平
性
や
子

育
て
支
援
策
の
一
環
と
い
う
視
点
か
ら
、
所

得
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
、
こ

れ
が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
今
回
の
条
例
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
を
受
け
、
今
年
の
十
月
よ
り

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
小
学
校
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
市
民
は
、
当
該
児
童

に
か
か
る
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
の
助
成

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
予
算
が
成
立

安
全
・
安
心
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

一
般
会
計
は
五
百
四
十
八
億
円

一
般
会
計
五
百
四
十
八
億
円
を
中
心
と
す

る
平
成
十
七
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、
三
月

二
十
八
日
の
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確

定
し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に

代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会

審
査
概
要
及
び
討
論
を
掲
載
）。

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
下

水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
会
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「優雅」
撮影：山本　修

（武蔵野市●74歳）

場所：緑町（ふじの実保育園）
（2000.5月半ば）

人伝に聞いた藤を見たくて下見のつもり
で電通裏へ出かけてみました。時間が遅
く門は閉まって居り　一声掛けましたが
返事が無く出直すつもりで　十枚ばかり
撮り夕暮れのなかへ薄紫の藤花が沈んで
いく静かな優雅さを楽しませていただき
ました。次の日から雨だったのと　時間
が取れなく再訪問出来ず残念です。

三
月
一
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
平
成
十
七
年
度
施
政
方
針
演
説
、
こ
れ
に
対
す
る
六
人
の
議

員
か
ら
の
会
派
代
表
質
問
、
平
成
十
七
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
の
審
議
や
議
決
の
ほ
か
、

十
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
十
一
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
武
蔵
野

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回

市
議
会
定
例
会
・
臨
時
会
閉
会

計
・
老
人
保
健
（
医
療
）
会
計
・
介
護
保
険

事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業

会
計
予
算
（
企
業
会
計
）
ま
で
の
各
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
十
四
名
の
委
員
か
ら
な
る
予

算
特
別
委
員
会
（
三
月
七
日
に
設
置
）
に
付

託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
五
日

開
会
の
同
委
員
会
で
正
副
委
員
長
が
互
選
さ

れ
、
続
く
十
六
日
か
ら
実
質
五
日
間
に
わ
た

っ
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
与
座
　
武
予

算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
が
行
わ
れ
、
討

論
終
了
後
各
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
た
結

果
、
各
予
算
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市議会だよりは、市民のみなさんからの公募

写真を一面に掲載しています。次回の応募要

領については、８面をごらんください。

写真�募集中！�

写真�募集中！�

「緑のまちづくりレ

ポーター」は、公募で

選ばれた市民によって

構成され、緑に関する

情報提供や緑化行政へ

の提案及び自主活動を

行っています。主な活

動は緑のかわら版の発

行、腐葉土づくり、公

園花壇の管理などで、

With You

毎年11月に市と協同で開催する「落ち葉の感謝祭」は恒例行事となって

います。第6期のみどりのまちづくりレポーターの終了に伴う記念とし

て、本年4月には市役所前に花壇を制作しました。

１面写真募集要領　 次回の締切6月17日
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近
藤
和
義
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

多
発
す
る
少
年
犯
罪
　
　

ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か

桑
津
昇
太
郎
議
員
●
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

充
実
を
求
め
る

松
本
清
治
議
員
●
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

需
要
の
高
い
子
育
て
支
援
施
策
の

実
施
を
検
討
す
べ
き
で
は

小
林
清
章
議
員
●
市
議
会
公
明
党

防
災
・
子
育
て
支
援
に
全
力
を

本
間
ま
さ
よ
議
員
●
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団

小
泉
増
税
政
策
・
石
原
都
政
か
ら
　

市
民
の
負
担
を
軽
減
せ
よ

山
本
ひ
と
み
議
員
●
市
民
の
党

貧
富
の
差
が
広
が
る
日
本
　

小
泉
大
増
税
路
線
に
反
対
の
声
を

Kazuyoshi Kondo

Shotaro Kuwazu

問

本
市
の
年
少
人
口(

〇
〜
十
四

歳)

は
、
三
鷹
市
が
横
ば
い
で
あ
る

の
に
対
し
、
急
激
に
減
少
し
て
い

る
。
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
、

中
学
校
給
食
な
ど
の
施
策
は
、
年

少
人
口
回
復
の
き
っ
か
け
と
な
る

と
考
え
る
か
。
ま
た
、
需
要
の
高

い
子
育
て
支
援
策
を
把
握
し
、
費

用
対
効
果
等
を
分
析
し
、
実
施
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
が
い
か
が
か
。

答

東
京
二
十
三
区
で
は
既
に
乳

幼
児
医
療
費
の
無
料
化
等
を
実
施

し
て
い
る
が
、
合
計
特
殊
出
生
率

は
本
市
よ
り
も
低
い
区
が
い
く
つ

も
あ
る
た
め
、
決
定
的
な
少
子
化

対
策
に
な
る
と
は
考
え
な
い
。
本

市
の
少
子
化
は
既
婚
率
の
低
さ
と
、

地
価
が
高
く
、
若
く
て
所
得
の
低

い
層
が
住
め
な
い
こ
と
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

問

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
安
全

な
市
民
生
活
の
確
保
」
が
第
一
位

と
な
っ
た
。
一
般
市
民
が
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
や
す
く
な
っ
た
こ
と

と
、
モ
ラ
ル
の
低
下
が
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。
割
れ
窓
理
論
※

に

基
づ
き
、
対
応
策
と
し
て
マ
ナ
ー

に
訴
え
る
こ
と
と
、
強
制
力
を
持

つ
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
の
両
面

か
ら
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
東
京
都
迷
惑
防

止
条
例
の
行
き
過
ぎ
た
ル
ー
ル
化

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
人
間
が
育
つ
チ
ャ
ン
ス
を
な

く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

さ
ら
に
、
暴
走
自
転
車
対
策
と
し

て
早
急
に
ル
ー
ル
化
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
。
目

に
見
え
る
形
で
秩
序
が
乱
れ
そ
う

な
場
合
に
は
条
例
を
制
定
し
て
対

応
し
て
い
く
。
マ
ナ
ー
に
訴
え
て

い
く
場
合
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
き
ち
ん
と
取
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
都
条
例
に
つ
い
て
は
、

法
の
網
の
目
が
細
か
く
な
り
す
ぎ

る
と
ぎ
す
ぎ
す
し
た
社
会
に
な
っ

て
い
く
た
め
、
マ
ナ
ー
と
し
て
確

立
さ
せ
る
の
が
良
い
と
考
え
る
。

暴
走
自
転
車
対
策
は
ル
ー
ル
を
作

る
方
向
で
あ
る
。

問

広
報
戦
略
と
市
民
参
加
に
つ

い
て
伺
う
。
市
民
の
素
朴
な
疑
問

に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
な
ど
の

分
か
り
や
す
い
形
で
情
報
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

転
入
し
て
く
る
市
民
か
ら
繰

り
返
し
質
問
の
あ
る
事
項
等
に
つ

い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
対
応
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
自
治
体
連
合
、
税

財
源
移
譲
、
お
い
し
い
水
等
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

※
建
物
や
ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
建
物
や
ビ
ル
全
体

が
荒
廃
し
、
さ
ら
に
地
域
全
体
が
荒
れ
て
い

く
と
い
う
理
論
の
こ
と
。

Seiji Matsumoto

問

平
成
十
三
年
に
起
こ
っ
た
大

阪
池
田
小
学
校
事
件
以
来
、
寝
屋
川

の
小
学
校
で
の
事
件
な
ど
、
少
年
犯

罪
が
近
年
多
発
し
て
い
る
。市
長
は
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
本
市
の
公
立
学
校

に
お
け
る
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

答

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

安
全
対
策
と
し
て
は
、
用
務
員
に

警
備
員
的
な
役
割
を
担
わ
せ
る
等
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、「
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
」
を
標
榜
し
て
お
り
、

そ
の
兼
ね
合
い
が
非
常
に
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
た
め
の
根
本
的
な
対
策
と

し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
命
を

大
切
に
す
る
心
」
を
は
ぐ
く
む
こ

と
で
あ
る
。
本
市
で
は
セ
カ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
な
ど
で
「
暑
い
、
寒
い
、

お
な
か
す
い
た
、
痛
い
」
と
い
う

体
験
を
何
回
も
さ
せ
、「
人
間
は
生

き
物
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
中
で
、
命
を
大
切
に
す

る
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
る
。

問

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
対
し

て
は
、
多
く
の
費
用
を
か
け
て
い

代 表 質 問

る
が
、
そ
の
効
果
を
考
え
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
少
額
で
あ
る
。
今
後
、

さ
ら
に
充
実
を
望
む
が
い
か
が
か
。

答

今
年
度
は
プ
レ
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
を
全
校
で
行
う
こ
と
と
し

た
。
今
後
、
教
育
委
員
会
と
相
談

し
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
で
行
う

も
の
、
市
長
部
局
で
行
う
も
の
な

ど
を
総
合
的
に
進
め
た
い
。

問

施
政
方
針
の
中
で
、
三
鷹
駅

北
口
の
旧
梅
林
の
広
大
な
土
地
の

開
発
に
つ
い
て
、「
注
目
を
し
な
が

ら
し
っ
か
り
と
指
導
」
と
記
述
し

て
い
る
。
何
を
ど
の
よ
う
に
指
導

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

当
該
土
地
に
は
莫
大
な
資
金

が
投
下
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
が

望
む
よ
う
な
開
発
が
で
き
る
か
疑

問
も
あ
る
が
、
こ
の
地
域
は
商
業

地
で
あ
る
の
で
、
商
業
活
動
を
誘

導
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
後
は

よ
く
研
究
し
た
い
。

問

中
町
二
、
三
丁
目
、
吉
祥
寺

本
町
三
丁
目
、
御
殿
山
二
丁
目
な

ど
が
、
交
通
の
空
白
地
域
と
し
て

残
っ
て
い
る
。
ム
ー
バ
ス
の
新
路

平成17年（2005年）5月15日発行 2

後
の
税
収
の
見
込
み
は
。
ま
た
、

健
全
な
財
政
力
を
維
持
す
る
た
め

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し

て
い
く
の
か
。

答

本
市
の
基
幹
税
で
あ
る
固
定

資
産
税
に
大
き
な
変
動
は
な
い
と

見
込
ん
で
い
る
。
税
の
滞
納
に
徹

底
し
て
対
処
す
る
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
税
の
改
定
や
四
年
に
一
度

の
使
用
料
、
手
数
料
等
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
安

全
な
市
民
生
活
は
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
が
最
も
高
い
。
市
の
総
合
的
な

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答

生
活
安
全
条
例
に
基
づ
く
生

活
安
全
会
議
は
警
察
、
消
防
、
保

健
所
、
消
防
団
等
の
責
任
者
が
メ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
非
常
に

効
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
市
の
犯

罪
の
特
徴
は
、
自
転
車
窃
盗
や
侵

入
窃
盗
が
多
い
こ
と
だ
が
、
一
方

で
粗
暴
犯
が
ふ
え
て
お
り
、
今
後

重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
防
災
施
策
、
環
境

対
策
、
少
子
化
対
策
、
学
校
の
安

全
対
策
、
吉
祥
寺
の
ま
ち
づ
く
り
、

教
育
企
画
会
議
（
仮
称
）
等
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

※
イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
言
葉
で
、
雇
用
か
ら
離
れ
、

教
育
や
職
業
訓
練
も
受
け
て
い
な
い
若
者
の

こ
と
。

問

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

を
展
望
し
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に

つ
い
て
、
今
後
の
予
定
は
。

答

本
年
度
に
都
立
武
蔵
野
中
央

公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
本
格
的
に

整
備
す
る
予
定
だ
。
本
施
設
は
都

の
施
設
で
は
あ
る
が
、
利
用
者
の

大
半
が
市
民
で
、
利
用
者
の
要
望

も
あ
り
、
整
備
を
決
定
し
た
。

問

国
の
ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し

の
背
景
に
は
、
子
ど
も
の
学
力
低

下
問
題
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。
ま
た
、
学
力
調
査
報
告
に

よ
れ
ば
、
朝
食
を
と
る
生
徒
の
方

が
、
と
ら
な
い
生
徒
よ
り
も
平
均

正
答
率
が
高
い
が
、
市
の
考
え
は
。

答

貧
し
さ
で
は
な
く
豊
か
さ
を

前
提
に
し
た
教
育
へ
と
教
育
観
を

転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
と
市
長
部
局
が
連
携

し
、
乳
幼
児
の
頃
か
ら
朝
食
を
と

る
よ
う
家
庭
に
呼
び
か
け
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
い
。

問

ニ
ー
ト
※

の
増
加
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
何

か
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

社
会
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
自
分
の
位
置
付

け
や
役
割
を
考
え
て
い
け
る
よ
う
、

身
体
・
言
語
・
自
然
と
い
う
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
を
追
求
し
た
子
育
て
、

教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、

国
・
都
の
財
政
再
建
等
、
市
の
財

政
は
厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
今

第1回定例会の2日目の3月3日、市長の施政方針に対して、
6名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

土屋　正忠市長

防災・安全対策を緊急課題に
今年度から始まる武蔵野市第四期基本構想・

長期計画の目標は、「都市の窓を開こう」「新し

い家族を育てよう」「持続可能な社会をつくろ

う」であり、これらの目標を基本にしながら、

さまざまな形で事業計画を策定する。

第四期長期計画の優先事業は、①暴走自転車

対策や家具転倒防止金具無料取付の実施、防

災・安全センター（仮称）の建設など、安全・

安心なまちづくりの推進、②健康づくり支援セ

ンターや吉祥寺本町在宅介護支援センター（仮

称）を設置する高齢者福祉施策の推進、③教育

課題を調査・研究する教育企画会議（仮称）の

設置や乳幼児医療費無料化を行う子ども施策の

推進、④公園の新設と基幹ビオトープ事業など、

緑化・環境施策の推進、⑤吉祥寺のまちづくり

の推進、⑥境南町の農水省跡地に建設予定の知

的創造拠点基本設計を行う。

優先事業以外の特徴的施策では、①三鷹駅北

口の計画的整備、②三鷹駅・吉祥寺駅のバリア

フリー化、③ムーバス10周年記念シンポジウ

ム、④都立武蔵野中央公園スポーツ広場整備、

⑤障害者支援費制度の一層の定着、⑥市営住宅

の建替え、⑦区画街路の用地買収・既存道路の

維持補修の推進、⑧武蔵野赤十字病院との連携、

⑨文化・スポーツ施設の整備、⑩生涯学習の充

実、⑪姉妹・友好都市交流、⑫ラボック市への

ジュニア交流団派遣20回記念事業、⑬戸籍情

報システムの電算化、⑭国勢調査の実施、⑮農

業委員会の継続設置、⑯人にやさしいみちづく

り事業の推進を行う。

その他、本市の所管事業ではないが、東京外

かく環状道路、都市計画道路調布保谷線、緑町

都営住宅建て替え、桜堤団地建て替えについて

は、その推移を注意深く見守り、市民の立場に

立って必要な行動を行う。また、全都一斉喫煙

マナーアップキャンペーンを行う。

Masayo Homma

Kiyoaki Kobayashi

Hitomi Yamamoto  

問

小
泉
首
相
の
増
税
路
線
に
よ

っ
て
市
民
の
負
担
は
増
大
し
て
お

り
、
生
活
が
苦
し
い
と
い
う
手
紙

も
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
民
負
担

軽
減
の
具
体
策
と
し
て
、
今
回
予

定
さ
れ
て
い
る
国
保
税
の
値
上
げ

な
ど
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
撤
回

を
求
め
る
が
市
長
の
見
解
は
。

答

増
税
路
線
に
つ
い
て
は
責
任

を
持
っ
て
発
言
す
る
立
場
に
は
な

い
。
国
保
税
の
改
定
は
、
今
以
上

に
繰
入
金
を
ふ
や
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

問

東
京
都
政
と
の
関
連
に
つ
い

て
、
①
石
原
都
政
と
な
り
、
福
祉

や
中
小
企
業
予
算
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
市
民
や
自
治
体
に
影
響
が

広
が
っ
て
い
る
一
方
で
、
都
市
再

生
の
名
に
よ
る
大
型
開
発
や
首
都

高
速
道
路
へ
の
出
資
な
ど
、
毎
年

一
兆
円
規
模
の
大
規
模
開
発
が
行

わ
れ
て
い
る
。
市
長
の
所
見
を
伺

う
②
小
児
病
院
や
保
健
所
の
統
廃

合
や
市
町
村
へ
の
補
助
金
の
削
減

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
多
摩
格
差

に
つ
い
て
見
解
は
③
桜
堤
団
地
の

建
て
か
え
に
つ
い
て
、
住
民
の
高

齢
化
が
進
み
、
家
賃
が
払
え
な
い

等
の
理
由
で
公
団
住
宅
を
出
ざ
る

を
得
な
い
人
が
ふ
え
て
い
る
。
住

民
の
切
望
す
る
都
営
住
宅
の
設
置

を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

答

①
詳
細
を
知
る
立
場
で
は
な

い
の
で
論
評
は
差
し
控
え
る
②
保

健
所
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

か
な
り
乱
暴
な
や
り
方
で
行
わ
れ

た
と
考
え
て
い
る
。
市
長
会
な
ど

を
通
し
て
石
原
知
事
に
も
意
見
を

申
し
あ
げ
た
③
現
段
階
で
は
考
え

て
お
ら
ず
、
不
可
能
な
こ
と
だ
。

問

中
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い

な
い
自
治
体
は
多
摩
で
も
わ
ず
か

だ
。
望
ま
し
い
食
環
境
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、
昼
食
の
状
況
を
調

査
・
研
究
す
べ
き
で
は
。

答

改
め
て
調
査
す
る
考
え
は
な

い
が
、
昼
食
対
策
に
つ
い
て
は

着
々
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

問

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
京
電
力
等
の
電

柱
・
電
話
柱
に
対
す
る
道
路
占
用

料
が
平
成
十
年
以
降
改
定
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
現
在
大
企

業
は
空
前
の
利
益
を
上
げ
て
お
り
、

市
民
に
は
負
担
増
、
大
企
業
に
は

改
定
な
し
で
は
納
得
で
き
な
い
。

答

都
の
基
準
を
適
用
す
る
と
値

下
が
り
し
て
し
ま
う
が
、
見
直
し

を
し
た
結
果
、
改
定
な
し
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
の
減
免

制
度
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の

た
め
の
保
育
料
減
免
、
水
道
事
業
、

防
災
セ
ン
タ
ー
の
役
割
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

市長の施政方針

Masatada Tsuchiya

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
評
価
し
て

い
る
か
②
今
後
ど
の
よ
う
な
子
育

て
支
援
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
の
か
を
伺
う
。

答

①
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
場

面
に
至
ら
な
い
段
階
で
食
い
と
め
、

支
援
し
て
お
り
、
立
ち
直
っ
て
き

た
父
母
も
多
い
。
非
常
に
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
今
後
さ
ら

に
強
化
し
て
い
き
た
い
②
家
族
機

能
を
地
域
と
行
政
が
支
え
る
、
と

い
う
形
が
子
育
て
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
と
考
え
る
。

問

東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ

い
て
、
大
深
度
地
下
方
式
で
都
市

計
画
が
見
直
さ
れ
る
動
き
が
あ
る

中
、
①
本
市
が
「
国
や
都
の
動
向

を
踏
ま
え
、
積
極
的
に
対
応
す
る
」

と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
る
の
か
②
市
民
が
議

論
す
る
場
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

①
今
ま
で
原
理
原
則
に
立
ち

戻
っ
た
議
論
が
多
く
な
さ
れ
て
き

た
が
、
事
態
が
常
に
進
ん
で
い
る

中
で
今
後
は
適
切
な
時
期
に
発
言

が
で
き
る
よ
う
、
特
別
委
員
会
と

も
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
②

周
辺
の
市
民
の
み
を
対
象
と
す
る

の
か
、
地
上
部
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
で
き
る

の
か
等
、
特
別
委
員
会
の
委
員
と

相
談
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
防
犯
・
安
全
対
策
、

介
護
保
険
、
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
等

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問

本
市
は
、
住
宅
の
耐
震
化
へ

の
取
り
組
み
や
家
具
転
倒
防
止
三

ヵ
年
計
画
な
ど
の
取
り
組
み
等
、

様
々
な
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め

て
い
る
が
、
①
木
造
密
集
地
域
対

策
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
な
手

法
で
取
り
組
む
考
え
か
②
繁
華
街

対
策
と
し
て
、
吉
祥
寺
駅
前
の
ハ

モ
ニ
カ
横
丁
の
火
災
予
防
や
防
災

対
策
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
考
え
な
の
か
を
伺
う
。

答

①
家
屋
の
倒
壊
防
止
の
た
め

補
強
や
建
て
か
え
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
。
家
屋
の
診
断
は
そ
の

き
っ
か
け
と
し
て
効
果
が
あ
り
進

め
て
い
く
が
、
根
本
的
な
決
め
手

は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
。
今
年
度
は
家

具
の
転
倒
防
止
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
②
Ｆ
・
Ｆ

ビ
ル
の
耐
震
補
強
と
共
に
、
吉
祥

寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
の

議
論
を
踏
ま
え
、
ハ
モ
ニ
カ
横
丁

も
含
め
今
後
重
大
な
関
心
を
持
っ

て
積
極
的
に
関
与
し
て
い
き
た
い
。

問

子
ど
も
施
策
の
推
進
に
つ
い

て
、
①
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
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市長が3月1日の本会議で行った「施政方針」の要旨です。

「施政方針」
「平成17年度施政方針並び
に基本的施策」は、武蔵野
市役所のホームページ
（http://www.city.musashino.
tokyo.jp/）でご覧いただけま
す。また、市役所２階の市
政資料コーナー、各市政セ
ンター、各コミュニティセ
ンターで配布しています。

線
を
開
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答

や
や
交
通
空
白
地
域
に
な
っ

て
い
る
御
殿
山
や
中
町
の
一
角
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
コ
ー
ス
を
含

め
て
研
究
し
た
い
。

問

民
間
幼
稚
園
は
、
幼
児
教
育

の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
施
政
方
針
に
お
い

て
も
、「
支
援
を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
た
い
」
と
記
載
が
あ
っ
た
が
、

園
舎
の
改
修
や
建
て
か
え
な
ど
に
際

し
て
補
助
な
ど
を
行
え
な
い
か
。

答

民
間
幼
稚
園
の
ハ
ー
ド
面
に

対
す
る
補
助
制
度
は
こ
れ
ま
で
な
か

っ
た
。
特
定
の
園
に
だ
け
補
助
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
今
後
の

提
案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
公
立
学
校
の
Ｐ
Ｒ
、

子
育
て
支
援
施
策
、
市
立
自
然
の

村
、
本
市
の
財
政
等
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

い
。
学
力
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

を
な
る
べ
く
同
じ
条
件
に
立
た
せ

る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、
増
税

を
し
な
け
れ
ば
国
の
借
金
を
返
せ

な
い
現
状
で
あ
り
、
難
し
い
局
面

を
迎
え
て
い
る
と
考
え
る
。

問

男
女
平
等
社
会
の
実
現
の
た

め
の
基
本
条
例
制
定
を
望
む
が
。

答

直
ち
に
作
る
考
え
は
な
い
。

問

防
災
セ
ン
タ
ー
は
二
十
億
円

の
建
設
費
が
か
か
る
。
会
議
室
の

設
置
を
や
め
、
耐
震
診
断
・
改
修

の
助
成
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

防
災
対
策
と
し
て
、
家
具
転

倒
防
止
金
具
取
り
つ
け
予
算
を
計

上
し
た
。
セ
ン
タ
ー
会
議
室
の
設

置
を
取
り
や
め
る
考
え
は
な
い
。

問

高
齢
者
対
策
と
し
て
、
小
規

模
多
機
能
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
増
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答

介
護
保
険
が
予
定
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
小
規
模
多
機

能
型
で
は
な
い
。
ど
う
い
っ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
て
く
る
か
、
し

ば
ら
く
様
子
を
見
た
い
。

問

今
回
の
施
政
方
針
に
は
、
中

学
校
給
食
実
施
に
つ
い
て
の
記
述

が
な
い
が
、
市
の
方
針
を
伺
う
。

答

逐
次
、
教
育
委
員
会
で
昼
食

対
策
を
進
め
て
い
る
。

問

卒
業
式
、
入
学
式
で
の
日
の

丸
・
君
が
代
の
強
制
に
つ
い
て
、

内
心
の
自
由
を
保
障
し
教
職
員
が

処
分
さ
れ
な
い
よ
う
に
働
き
か
け

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

国
旗
・
国
歌
に
つ
い
て
は
、

公
民
教
育
の
一
環
と
し
て
粛
々
と

行
っ
て
い
る
。

問

外
環
道
路
に
つ
い
て
は
、
大

深
度
地
下
方
式
で
の
議
論
を
進
め

る
こ
と
に
対
し
反
対
の
声
を
あ
げ

て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解
は
。

答

地
上
部
に
つ
い
て
は
、
時
期

を
失
し
な
い
よ
う
に
発
言
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
行
財
政
改
革
、
土

地
開
発
公
社
の
廃
止
、
市
長
・
市

役
所
交
際
費
の
半
減
、
市
民
投
票

制
度
制
定
、
傍
聴
を
認
め
な
い
審

議
会
の
公
開
、
公
立
保
育
園
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
、
学
童
ク
ラ
ブ
事

業
の
存
続
と
充
実
、
エ
コ
セ
メ
ン

ト
事
業
の
安
全
対
策
、
武
蔵
境
の

新
公
共
施
設
の
規
模
縮
小
、
調
布

保
谷
線
に
お
け
る
代
替
地
あ
っ
せ

ん
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

問

日
本
の
中
で
貧
富
の
差
が
拡

大
し
、
二
極
分
化
が
進
ん
で
い
る
。

経
済
力
の
格
差
は
、
子
ど
も
の
学

力
レ
ベ
ル
と
も
関
係
が
あ
る
と
考

え
る
。
小
泉
内
閣
の
大
増
税
路
線

も
踏
ま
え
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

現
状
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、

原
因
と
対
策
を
考
え
る
の
は
難
し
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問

安
全
・
安
心
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
を
伺
う
。

答

家
具
転
倒
防
止
金
具
取
付
事
業
、

防
災
・
安
全
セ
ン
タ
ー
建
設
等
を
行

な
う
ほ
か
、
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

増
員
等
さ
ら
に
充
実
を
図
り
た
い
。

問

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
民
間
活
力
を

導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
う
考
え
る
か
。

答

市
民
生
活
に
根
ざ
し
た
分
野
で

は
、
柔
軟
に
活
動
で
き
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

が
力
を
発
揮
す
る
が
、
事
業
の
継
続

性
の
面
で
は
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
考
え
る
。

問

今
後
の
人
件
費
抑
制
の
方
針
は
。

答

小
平
市
を
参
考
に
職
員
数
を
市

民
百
五
十
人
当
た
り
一
人
と
す
る
こ

と
を
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

問

市
職
員
の
福
利
厚
生
等
に
つ
い

て
、
今
後
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

他
市
や
国
、
民
間
と
の
均
衡
を

考
え
て
是
正
し
て
き
て
お
り
、
団
体

生
命
保
険
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
全

廃
を
予
定
し
て
い
る
。

問

市
債
残
高
が
次
第
に
ふ
え
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
が
、

市
は
、
起
債
の
限
度
額
を
ど
の
程
度

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

一
般
的
に
、
市
税
収
入
の
二
年

分
ぐ
ら
い
ま
で
が
適
正
と
考
え
る
。

問

歳
入
が
平
成
十
六
年
度
と
比
べ

て
約
五
十
五
億
円
の
減
と
な
っ
た
が
、

主
な
理
由
は
何
か
。

答

昨
年
度
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の
市
税
収

入
還
付
金
と
減
税
補
て
ん
債
の
借

換
債
が
あ
っ
た
た
め
だ
。
実
質
は

一
億
四
千
八
百
万
円
の
減
に
と
ど

ま
る
。

問

吉
祥
寺
シ
ア
タ
ー
の
工
事
請
負

契
約
は
落
札
率
が
低
く
、
当
時
話
題

と
な
っ
た
が
、
こ
の
建
物
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答

設
計
ど
お
り
に
き
ち
ん
と
で
き

た
と
評
価
し
て
い
る
。

問

歴
史
資
料
館
開
設
に
む
け
た
今

後
の
予
定
を
伺
う
。

答

平
成
十
七
年
度
は
、
資
料
の
収

集
・
整
理
、
公
文
書
等
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
、
資
料
の
公
開
を
兼
ね
た
展

示
活
動
を
行
い
、
歴
史
資
料
館
に
対

す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
イ
メ
ー

ジ
の
形
成
を
図
る
。

問

ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
て
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答

基
本
的
な
部
分
は
変
わ
ら
な
い

が
、
利
便
性
や
職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー

の
向
上
な
ど
に
努
め
る
。

問

商
工
会
館
一
階
の
地
域
情
報
コ

ー
ナ
ー
を
商
店
街
と
連
携
さ
せ
、
吉

祥
寺
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
ま
ち
の

看
板
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答

吉
祥
寺
の
振
興
と
い
う
観
点
か

ら
、
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
も
含
め
、
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問

家
具
転
倒
防
止
金
具
取
付
事
業

実
施
に
際
し
、
作
業
員
の
事
前
指
導

は
行
な
う
の
か
。

答

技
術
や
接
遇
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

三
日
間
の
研
修
を
行
な
う
。

問

虐
待
を
受
け
シ
ェ
ル
タ
ー
に
収

容
さ
れ
た
高
齢
者
は
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

多
く
の
方
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
へ
入
所
し
た
り
、
病
院
へ
入
院

し
た
り
、
別
の
親
族
の
家
に
移
る
な

問

病
気
の
早
期
発
見
に
資
す
る
基

本
健
診
は
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
方
法
で
通
知
し
て
い
る
の
か
。

答

前
年
度
受
診
者
に
受
診
票
を
送

付
し
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
受
診
率

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
健
診
が
始
ま

る
四
十
歳
に
加
え
、
六
十
歳
、
六
十

五
歳
の
未
受
診
者
に
も
勧
奨
は
が
き

を
送
付
す
る
。

問

新
た
に
始
ま
っ
た
産
後
支
援
ヘ

ル
パ
ー
事
業
は
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
す

る
の
か
。

答

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
母
子
手
帳
の

交
付
時
に
渡
す
予
定
だ
。

問

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
事
業

者
や
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
参
加
事

業
者
等
、
環
境
配
慮
事
業
者
に
対
す

る
優
遇
措
置
は
あ
る
か
。

答

工
事
等
の
入
札
に
お
い
て
、
優

先
的
に
指
名
し
て
い
く
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

問

現
在
吉
祥
寺
に
設
置
さ
れ
て
い

る
路
上
禁
煙
地
区
及
び
マ
ナ
ー
ポ
イ

ン
ト
が
三
鷹
や
武
蔵
境
地
区
に
も
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
設
置
場

所
の
決
め
方
を
伺
う
。

答

市
民
を
交
え
た
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
。

問

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
は
、
心
臓
が
突
然
と
ま
っ
た
人

の
救
命
率
を
上
げ
る
た
め
に
効
果
が

あ
る
と
聞
く
が
、
今
後
本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
導
入
し
て
い
く
の
か
。

答

庁
内
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

市
施
設
に
四
台
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
図
書
館
な
ど

人
の
集
ま
る
場
所
に
設
置
し
て
い
き

問

小
・
中
学
校
に
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答

一
校
当
た
り
カ
メ
ラ
四
台
、
モ

ニ
タ
ー
一
台
を
設
置
す
る
予
定
だ
。

設
置
に
当
た
っ
て
は
武
蔵
野
警
察
署

の
協
力
を
得
て
、
学
校
と
教
育
委
員

会
で
設
置
場
所
の
確
認
を
行
っ
た
上

で
工
事
を
行
う
。
ま
た
、
日
中
の
通

用
門
は
一
カ
所
と
し
、
そ
こ
を
集
中

的
に
監
視
す
る
こ
と
と
し
た
。

問

平
成
十
七
年
度
か
ら
全
校
実
施

と
な
る
プ
レ
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の

問

商
店
会
へ
の
未
加
入
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
①
未
加
入
率
は
②

商
店
会
へ
の
加
入
を
義
務
づ
け
る
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

①
商
店
会
連
合
会
の
調
査
で
、

十
一
・
八
％
で
あ
る
②
条
例
の
制
定

が
必
要
な
の
か
ど
う
か
、
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

問

市
内
農
産
物
の
直
売
所
マ
ッ
プ

は
、
ど
こ
で
配
布
す
る
の
か
。

答

各
農
家
直
売
所
、
Ｊ
Ａ
新
鮮
館
、

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

サ
ラ
ダ
作
戦
の
農
家
見
学
会
の
参
加

者
、
各
公
共
施
設
で
配
布
し
た
い
。

問

消
費
者
に
対
す
る
啓
発
講
座
を

今
後
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
は
。

答

中
学
校
で
は
出
前
講
座
を
、
高

校
で
は
生
活
指
導
教
職
員
に
働
き
か

け
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

る
。
高
齢
者
に
は
敬
老
福
祉
の
集

い
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
連
絡

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
消
費
生
活
相

談
員
を
講
師
と
し
て
講
演
を
行
っ
て

い
る
。

問

ム
ー
バ
ス
の
新
路
線
調
査
は
、

具
体
的
に
ど
こ
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

交
通
空
白
地
域
・
不
便
地
域
に

つ
い
て
、
全
市
的
に
検
討
し
た
い
。

問

住
ま
い
の
防
犯
助
成
事
業
の
内

容
と
助
成
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答

鍵
の
取
り
つ
け
等
の
設
置
工
事

費
用
に
対
す
る
助
成
で
あ
り
、
一
件

一
万
円
で
二
〇
〇
件
を
予
定
し
て
い

る
。

問

自
転
車
駐
車
場
登
録
の
①
市
民

割
合
は
②
市
民
優
先
枠
を
設
け
る
考

え
は
。

答

①
五
十
七
％
だ
②
考
え
は
な
い
。

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

問

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
臭
気
対
策
は

ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

答

有
効
な
対
策
を
各
ビ
ル
所
有
者

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
〉

問

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
今

後
五
年
間
の
見
込
み
は
。

答

平
成
二
十
年
度
に
制
度
改
正
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
医
療
費
は
毎
年

五
〜
六
億
円
ふ
え
る
の
で
、
制
度
改

正
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
に
応
じ
て
繰

入
金
も
ふ
え
る
だ
ろ
う
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

問

昨
年
行
っ
た
お
い
し
い
水
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
今
年
行
わ
な
い
の
か
。

答

今
後
も
地
下
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
等
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
き

た
い
。

ど
し
て
い
る
。

問

産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー
試
行
事
業

の
今
後
の
展
望
は
。

答

本
格
実
施
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ヘ
ル
パ
ー
に
乳
児
を
預
け
、
上
の
子

ど
も
の
育
児
を
し
た
い
と
の
要
望
に
、

ど
う
応
え
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

問

認
証
保
育
所
は
ど
の
よ
う
な
保

育
内
容
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答

事
業
者
と
協
議
中
で
あ
る
。
三

鷹
駅
北
口
周
辺
に
設
置
す
る
予
定
で
、

一
時
保
育
や
地
域
貢
献
事
業
も
含
め

検
討
し
て
い
る
。

問

民
間
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助

は
ど
の
団
体
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答

保
育
園
な
ど
で
実
績
の
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
を
予
定
し
て
い
る
。

不徹底な行革、優先政策の見直しを

大野まさき議員（反対）
市民の党を代表し、来年度一般会計、
4特別会計並びに1企業会計予算に反対
する。防災・減災政策として民間住宅
耐震改修助成の拡大や、家具転倒防止
金具取付事業を行うこと、乳幼児医療
費助成の所得制限撤廃等は評価するが、
市民要望の強い中学校給食の検討・研
究がないこと、行革の在り方、保育園
「涼」環境の進め方、学童クラブの展望、
吉祥寺南町の建築確認事務問題、外環
道路問題や農水省跡地問題の姿勢等に
納得できないため反対する。

市民のニーズにかなった事業を実施
するための適切な予算

土屋美恵子議員（賛成）
市議会市民クラブを代表し、平成17

年度一般会計・４特別会計並びに１企
業会計予算に賛成する。財政状況の厳
しい中、第四期基本構想・長期計画に
基づき優先事業を着実に展開していく
ために、財源の重点配分を行い効率性
を求めつつ、きめ細かい配慮がなされ、
市民サービスを低下させない予算組み
と評価する。人的資源の活用をふまえ、
市民の安心・安全性を高める事業、新
規の健康・福祉事業、子ども・教育施
策などのさらなる推進を期待する。

公共料金、国民健康保険税値上げ反対
梶　雅子議員（一般会計予算、国民健康保険
事業会計予算に反対、その他の会計予算に賛成）

日本共産党武蔵野市議団を代表し、
2005年度一般会計予算、国民健康保険
事業会計予算に反対し、3特別会計並
びに1企業会計に賛成する。
乳幼児医療費助成の所得制限撤廃な

ど、評価すべき点はあるが、国民健康
保険税の値上げ、市民農園使用料など
の公共料金の値上げ、議員の市政調査
研究費の引き上げ、中小企業・路線商
店街対策に消極的な点、中学校給食や
少人数学級の実現を実施しない点には
賛成できない。

目
的
は
何
か
。

答

単
な
る
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の

事
前
準
備
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
小

学
四
年
生
と
い
う
発
達
段
階
に
集
団

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
こ

と
に
ね
ら
い
が
あ
る
。

問

少
子
化
に
よ
っ
て
教
職
員
数
が

減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
部
活
動
に
お

け
る
教
職
員
の
確
保
が
難
し
い
と
思

う
が
い
か
が
か
。

答

地
域
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
関
係
者
、

大
学
生
等
か
ら
な
る
外
部
指
導
員
を

た
い
。

問

西
久
保
に
防
災
広
場
の
設
置
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
の
場

所
が
選
ば
れ
た
の
か
。

答

他
の
防
災
広
場
と
同
様
、
特
に

西
久
保
二
、
三
丁
目
は
、
都
か
ら
も

早
急
に
整
備
す
べ
き
木
造
密
集
地
域

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

対
応
し
た
も
の
だ
。

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

問

全
小
・
中
学
校
に
導
入
さ
れ
る

扇
風
機
の
設
置
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答

各
教
室
の
天
井
に
四
台
設
置
す

る
。

問

学
校
図
書
室
の
司
書
の
配
置
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

司
書
教
諭
の
資
格
を
持
っ
た
教

員
を
全
小
・
中
学
校
に
配
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
市
独
自
で

図
書
室
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い

る
。

問

中
央
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

改
修
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答

土
ぼ
こ
り
の
立
ち
に
く
い
土
に

入
れ
か
え
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
従
来
よ
り
快
適
で
安

全
な
広
場
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問

図
書
館
の
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
可
能
と
な

る
の
か
。

答

七
月
に
新
し
い
電
算
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
館
内
で

の
利
用
者
自
身
に
よ
る
予
約
手
続
が

可
能
と
な
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
予
約
は
来
年

一
月
よ
り
開
始
の
予
定
だ
。
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平成17年度一般会計歳入歳出 予算構成図

予算特別委員会は3月7日、委員14名からなる予算特別委員会を設置し、同月15日、正副委員長を選出し
ました。予算の審査は、3月16日から23日までの実質5日間で行われました。一般会計は、548億円で、前
年度比55億円の減（9.1％減）となりましたが、これは、昨年度、減税補てん債の一括借りかえを行い、
予算規模が見かけ上膨らんでいたためです。歳入の根幹をなす市税収入は、法人市民税、個人市民税とも
にふえることが予想され、前年度比1.3％の増額を見込んでいます。
今年度は、武蔵野市第四期基本構想・長期計画（平成17年度～平成26年度）の初年度であり、「第四期

長期計画の諸事業を着実にすすめる予算」と位置づけられています。
以下は各委員から予算執行と行政運営について、活発な議論が行われた予算特別委員会の審査概要です。

主要な事業

◇総務費
・農水省跡地利用施設建設事業
・防災・安全センター（仮称）建設事業
・公共施設耐震診断
・戸籍情報システムの導入
・吉祥寺シアターの運営

◇民生費
・吉祥寺本町在宅介護支援センター
（仮称）事業
・認知症発症・進行予防に関する学際
的研究事業

・家具転倒防止金具取付事業
・乳幼児医療費助成事業
・公立保育園の安全・防犯対策事業
・公立保育園「涼」環境創出事業
・子育てSOS支援センター事業

◇衛生費
・クリーンセンター施設改修等工事
・燃料電池コージェネレーションシス
テム設置事業

・健康づくり支援センター開設
・乳がん・子宮がん検診事業

◇商工費
・路線商業活性化特別支援事業

◇土木費
・F&Fビル耐震改修・外装リニューア
ル事業補助

・吉祥寺駅南口周辺再開発基本構想調査
・交通バリアフリー事業
・都道123号線（天文台通り）拡幅整
備事業

・公園・遊び場の整備
・コミュニティバス・サミット（仮称）
の開催及び新路線調査

・人にやさしいみちづくり事業
・吉祥寺グランドデザイン策定事業
・吉祥寺共同荷さばき場設置検討

◇消防費
・西久保市民防災広場（仮称）及び西久
保児童公園整備工事

・直下型地震被害想定の見直し

◇教育費
・大野田小学校校舎改築事業
・小中学校耐震補強工事
・武蔵野中央公園スポーツ広場改修工事
・図書館インターネット予約と新聞デー
タベース利用

・プレセカンドスクール全小学校で実施

（単位：千円）
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審査した特別委員
平成17年度予算審査に当
たった特別委員の氏名は、
次のとおり。

◎与座　　武　○松本　清治
やすえ清治　　きくち太郎
島崎　義司　　小林　清章
小野　正二　　梶　　雅子
向谷　千鳥　　近藤　和義
大野まさき　　川名ゆうじ
土屋美恵子　　水野　　学

◎印委員長　○印副委員長

与座　武　予算特別委員長

新・長期計画に忠実な予算　　　　

島崎義司議員（賛成）
自由民主クラブを代表し、平成17年

度一般会計・4特別会計・1企業会計予
算に賛成する。防災・安全センター
（仮称）の設置、住宅の防犯対策工事
費用の一部助成、市立小・中学校等へ
の防犯カメラ設置など、安全対策や防
災施策が充実し、乳幼児医療費無料化、
圏域ごとのまちづくりの推進等、新・
長期計画並びに喫緊の行政課題に着実
に対応する予算であると判断できる。
引き続き市民の目線で丁寧かつ効率効
果的な行政運営を行うよう要望する。

迷惑行為対策に向け、
取り組みを検討せよ

松本清治議員（賛成）
民主・市民ネットを代表し、本議案

に賛成する。きめ細かな市内パトロー
ルの実施、吉祥寺本町在宅介護支援セ
ンター（仮称）開所、乳幼児医療費無
料化、武蔵境・吉祥寺のまちづくりの
進行などを評価するが、本市の低い年
少人口の割合を改善する施策、公立
小・中学校のアピール、選択式中学校
給食の実施など、市民要望の強い施策
の実現を望む。迷惑行為や暴走自転車
に対するルール化など、道徳・マナー
の回復に向けた取り組みに期待する。

市の施設の維持管理等に計画性を

三宅英子議員（反対）
平成17年度一般会計、4特別会計予

算並びに1企業会計予算に反対する。
2階建て以下のほとんどの公共建築

物への耐震診断実施等、評価すべき点
はあるが、予算の説明資料が市民に分
かりづらい点、公共施設の維持管理計
画が大ざっぱで、バランスシートの減
価償却累計額約363億円の裏づけに疑
問がある点、専門委員の必要性に疑問
を感じる点、職員適正化計画等でもマ
イナス情報を市民に公表しない姿勢等
に賛成できない。

防災安全対策を緊急課題とする等、
的確な判断に基づく予算と評価

小林清章議員（賛成）
市議会公明党を代表し、平成17年度

一般会計・4特別会計予算並びに1企業
会計予算に賛成する。本予算は、第四
期基本構想・長期計画の諸事業を着実
に進めるものであり、防災・安全対策、
子育て支援、介護予防等を初めとする
市民ニーズにこたえた新規事業・レベ
ルアップ事業を盛り込んでいる点を評
価する。耐震アドバイザー派遣の充実
や地域防災力の向上等を要望し、「常
に市民のために」を合言葉に予算執行
に当たることをお願いしたい。

予算に対する

討論
3月28日の本会議で7人の
議員から予算に対する賛否
の討論が行われました。以
下はその要旨です。

市
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

▼
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第１回定例会で、3日目、4日目の3月4日、7
日に市政全般について、10名の議員から一般
質問が行われました。この中から質問項目を要
約して掲載します。詳しくは、各市立図書館、
各コミュニティセンター、市役所の市政資料コ
ーナーに置いてある会議録（5月下旬発行予定）、
または武蔵野市議会ホームページの会議録検索
（第1回定例会分は5月23日登録予定）でご覧
いただけます。

※一般質問とは、議員がその属する地方公
共団体の行政全般にわたり、執行機関に対
し、事務の状況及び将来に対する方針等に
ついて所信を質し、あるいは報告を求め、
または疑問を質すことをいいます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます。

http://kensakusv.city.musashino.
tokyo.jp/kaigiroku/

鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会
（2月1日～3日）

鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会は、武蔵境駅
南口の旧農水省食糧倉庫跡地に建設が予定されてい
る、新たな公共施設について、どのような施設や運営
方法が望ましいか、また、JR中央線の高架化に伴う
南北一体のまちづくりについて、先進的な事例研究の
ため、福岡県福岡市（アクロス福岡）、大分県大分郡
湯布院町（駅舎、まちづくり）、大分市（駅舎、まち
づくり）、宮崎県日向市（まちづくり）、宮崎市（宮崎
市民活動支援センター）を視察しました。

大野田小学校の新校舎が完成し、パブリックアート
除幕式と校舎内覧会が開催され、19名の市議会議員
が参加しました。公募で選ばれたアーティストが大野
田小学校児童と一緒に制作したパブリックアートや、
実際に授業が行われている校舎内の多目的スペース等
を視察しました。

市議会の流れ市議会の流れ�市議会の流れ市議会の流れ�市議会の流れ市議会の流れ�市議会の流れ�市議会�年4回、決まった時期に開かれる「定例会」【3月、6月、9月、12月開催】と、必要に応じて開かれる「臨時会」があります。これらの会議では、議案などの審議や議決などを行います。�

　議会（定例会・臨時会ともに）を開くときは、開会日の7日前
までに市長が議会の招集を告示します。�
�

告示�1
　武蔵野市議会には4つの常任委員会が
あり、議員はいずれか1つの委員会に所属
し、本会議で付託された議案等の審査を
行います。�

常任委員会�4
　委員会での審査が終わると、再び本会
議が開かれ、各委員会の委員長はそれぞ
れ付託された議案や請願・陳情が、当該委
員会でどのように審査されたかについて
概要と結果を報告します。�
　これに基づき、各案件に対する質疑・討
論が行われた後、市議会の最終的な意思
を多数決によって決定します。この結果を
受けて、市長は具体的に事業を実施してい
きます。�
�

本会議�5

　議会の広報活動について協議します。�
　定例会が終わると直ちに議会だよりの
編集を開始します。�

議会広報委員会�6
　特別委員会は、常任委員会の所管に属
さない特定の案件や、議会において特に
必要があると認める案件を審査する場合
に設置される委員会です。�

特別委員会�4
　議会運営委員会は、議会の効率的な運営を図るために、会
議の日程、議案や請願・陳情をどこの委員会で審査するかなど、
会議の進め方に関するさまざまなことを協議します。�

議会運営委員会�2

　本会議では、市長から提案された議案や議員みずからが提
出した議案及び請願・陳情などを審議するほか、市政全般に対
する一般質問などが行われます。�
　なお、議案等を詳細かつ専門的・効率的に審議するため、こ
れらを所管の常任委員会・特別委員会に送付（付託）し、慎重
に審査します。�

本会議�3

●総務委員会　 ●厚生委員会�

●文教委員会　 ●建設委員会�

●予算特別委員会�
●決算特別委員会�
●鉄道対策・農水省跡地利用特別委員会�
●外環道路特別委員会�
※この他にも必要に応じて特別委員会が設けられます。�

市議会定例会の傍聴を希望される方は、会議当日、市役所8階議場
入口前の傍聴受付で、所定の手続き（傍聴券交付申請書に住所・氏
名を記入し、傍聴券の交付を受けてください）を行ってください。
委員会の傍聴を希望される方は、会議当日、市役所７階の議会事

務局で傍聴受付簿に住所・氏名等を記入してください。委員会で諮
った後、原則として傍聴できます。

議員の活動状況をホームページに掲載しました

議員の活動をより広く市民の皆さんにお知らせするため、ホー
ムページに「議員活動状況」を掲載しました。これに伴って、
毎年5月発行の議会だよりに掲載していました「議員出席表」も
ホームページ（http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/）
で公表することにいたしました。ぜひご覧ください。

議会の傍聴においでください

吉祥寺駅南口周辺の
まちづくりについて

深沢達也議員
問 吉祥寺駅南口に暫定広場を整備する計
画について、早期の実現を期待しているが、
現在の用地買収の進捗について伺う。
答 現在、進捗率は21％である。駅前の一
等地であるため、買収価格の単価の問題な
どがありなかなか難しい。
問 吉祥寺駅周辺は路上禁煙地区に指定さ
れているが、南口にはマナーポイントが設
置されていない。設置を検討しているのか。
答 人通りが多い道には設置できる空間が
ないなど、さまざまな問題があり、現在マ
ナーポイントの設置は難しいと考えている。
このほか、放置自転車対策の現況と今後

の取り組み等についての質問がありました。

市民安全パトロール隊
と学校の連携について

小野正二議員
問 昨年10月から始まった市民安全パトロ
ール隊は、学校とどのような連携をとって
いるのか。その対応状況を伺う。
答 小学校周辺を巡回後、学校を訪問し、
報告をし、非常に効果を上げている。
問 高齢者総合センターで月2回行うフォー
クダンス講座は、利用者が多い。時間を短
くしてでも回数をふやすべきではないか。
答 既に講座とは別に、月1回自主的に活動
しており、これ以上は、他の講座との調整
が難しい。今後は、自主活動としてコミュ
ニティセンターなどを活用いただきたい。
このほか、学校などに設置されている防

犯カメラ等についての質問がありました。

委員会などの委員の決め方と
市民公募枠の拡充について

三宅英子議員
問 本市には多数の委員会等が設置されて
いて、兼任している委員が目立つ。委員の
固定化によって幅広い市民の声が反映され
ないのは問題であると考えるが見解を伺
う。
答 各委員会の目的に合うよう適切な配置
を行った結果であり、問題はないと考える。
問 行財政改革検討委員会の報告書で公募
委員の拡充を図るべきだと指摘されてい
る。実現に向けたプランについて伺う。
答 公募枠を何名にするかは委員会の設置
目的によって決まると考える。
このほか、本市の専門委員等についての

質問がありました。

近隣市との合併を
どう考えるか

鈴木有臣議員
問 昭和28年にも検討された、三鷹市等近
隣市との合併について市長の意見は。
答 合併すれば40万人規模の市となり、管
理部門等の合理化を図れるが、住民との距
離が遠くなるのが問題である。
問 中高層建築への指導要綱行政の現状は
いかがか。
答 平成15年度は28件適用された。長年続
けてきたことで、事実上の基準として機能
するようになった。
このほか、老成人健診等の健診票送付、

介護予防サービス等についての質問があり
ました。

本市の教育委員会に
問題点はあるか

川名ゆうじ議員
問 本市の教育委員会の問題点を伺う。ま
た、生涯学習部門等を市長部局に移し、義
務教育に専念すれば、教育委員が学校の実
情を知ることができると考えるが見解は。
答 教育委員会制度等が曲がり角にあるの
は確かだが、本市に大きな問題はない。教
育企画会議（仮称）を設置し、教育や学力
向上に努めたい。教育委員は学校行事など
に出ているので、学校の実情は知っている。
問 ゆとり教育の見直しが検討されている
が、土曜日などで授業時間を増やす考えは。
答 今のところは考えていない。
このほか、市役所のコンプライアンス※

についての質問がありました。
※法令を遵守すること。

緑町都営住宅建てかえ計画
市は都に働きかけを

向谷千鳥議員
問 緑町都営武蔵野アパート建てかえ計画
では、型別供給※のため1DKが不足し、1人
世帯は仮移転もありうる。住民の不安が広
がっており、都への働きかけを求める。
答 直接は都と居住者との問題であり、市
は積極的に関わる立場にはない。これまで
も市は都に居住者の負担を軽減するよう申
し上げており、引き続き見守りたい。
問 地域で孤独死をなくすため、見守りネ
ットワークの必要性を実感している。近所
で異変に気がついた時の連絡窓口はどこか。
答 市役所または在宅介護支援センターだ
が、緊急時は警察、消防に連絡してほしい。
今後医師会等との連携も考えたい。

※世帯構成に合わせて住宅供給を行うこと。

吉祥寺南町の建築確認問題
誠実な対応を求める

大野まさき議員
問 吉祥寺南町3丁目所在の建物に対する
本市の建築確認について、現在付近の住民
から審査請求がなされている。当該建物は、
市が当初問題ないとしていたのを急に違反
と認め、業者が計画変更したことで、最終
的に完成した。問題なのはこの計画変更を
市が指導したとも受けとられることであ
る。市の今後の対応を伺う。
答 現在建築審査会で審理中であり、意見
は差し控えたい。
問 本市の低い出生率を改善する考えは。
答 少子化に特効薬はなく、住宅補助やベ
ビーボーナスの実施は難しいと考えるが、
今後とも子育て支援を進めていきたい。

市民参加による
子育て環境の創出を

土屋美恵子議員
問 家庭のあり方が変化しつつある現在、
我々はそれぞれの立場から子どもを補完し
ていくことが大切と考えるが、今回出され
た新子育てプラン武蔵野(仮称)について、
①保育ママの増員が計画されているが、質
の高い保育を目指すため、どのようなサポ
ートが考えられるのか②武蔵境圏での子ど
も関連施設の改編には、当事者である小中
高生の意見も取り入れてはどうか。
答 ①制度の抜本的なことも含めて研究し
たい②計画策定の話ではなく、希望やニー
ズを調査するという趣旨で承りたい。
このほか、予測できない事件発生時にお

ける情報提供等について質問がありました。

大災害に備え、
電線類地中化を

梶　雅子議員
問 中道通りなどでは、すべての電柱にト
ランスやその他機器がのっており、大震災
の際には、大変危険である。電線類の地中
化や安全対策はどうしているのか。
答 地中化は莫大な費用と変圧器を置くス
ペースを確保する必要があるが、折に触れ
て電線類地中化をすすめていきたい。
問 災害時に限らず、日常的にも使える災
害用トイレを公園に設置すべきではないか。
答 災害用トイレは今後も逐次検討するが、
日常的なトイレは、管理の問題があるので、
5,000m2以上の面積の公園以外は設置しない。
このほか、少人数学級等についての質問

がありました。

今後10年間の
3つの目標を質す

金子　武議員
問 第四期基本構想の前文に掲げられた３
つのキーワード、都市の窓・新しい家族・
持続可能な社会について、①姉妹・友好都
市との交流は市町村合併を経て、今後どの
ように行うのか②市長は、ベビーボーナス
の趣旨は理解するとのことだが、ぜひ導入
を③資源をむだにせず有効活用するため
に、市のホームページなどで不用品の情報
交換掲示板などをつくってはどうか。
答 ①交流を望むなら続けたいが、まずは
相手次第だ②市単独では難しいが、研究し
たい③ ITによる活用方法等を研究したい。
このほか、学校の警備体制、安全管理に

ついて質問がありました。

市議会では、議案や陳情などの審査の参考とするために、委員会を中心に
して、関連の施設などの視察を行っています。今号の市議会だよりでは、今
年に入ってから、4月までに行われた行政視察の状況をお知らせします。

どなたでも
市議会を

傍聴できます

吉祥寺シアター
（3月1日　総務委員会）

大野田小学校新校舎
（4月8日　議員有志）

総務委員会は、旧吉祥寺市政センター跡地に建設さ
れた、吉祥寺シアターを視察しました。現代演劇やダ
ンス等の舞台芸術に特化した小劇場です。舞台と客席
は自由に設定できるため、多様な演出に対応できます。
舞台と同じ広さのけいこ場やカフェを併設し、まちの
にぎわいを創り出す役割を期待されています。オープ
ンは5月21日の予定です。

湯
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劇
場
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大
分
駅
高
架
工
事

▼
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議案の審議（可決等）結果一覧�

第1回定例会
【市長提出議案（46件）】
● 専決処分の承認を求めることについて
（平成16年度武蔵野市一般会計補正予算（第5回））…………………………………………承認（全会一致）

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ……………………………同意（全会一致）
※武蔵野市固定資産評価審査委員会委員、田代章夫氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの。

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について ……………………………同意（賛成多数）
※武蔵野市固定資産評価審査委員会委員、高橋功次氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの。

● 武蔵野市議会市政調査研究費の交付に関する条例の一部を改正する条例 ………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市個人情報保護条例の一部を改正する条例 …………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 ……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市議会議員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 …………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ……………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の住宅費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………可決（全会一致）
● 武蔵野市農業委員会の委員の選挙による委員の定数条例の一部を改正する条例 ………可決（全会一致）
● 武蔵野市文化財保護条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（全会一致）
● 東京高等裁判所平成14年（ネ）第5519号建物明渡等請求控訴事件に係る和解について …可決（全会一致）
● 焼却灰加工物の処理に関する和解について …………………………………………………可決（全会一致）
● コミュニティセンターの指定管理者の指定について ………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野公会堂の指定管理者の指定について ……………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野市民文化会館の指定管理者の指定について ……………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野芸能劇場の指定管理者の指定について …………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立武蔵野スイングホールの指定管理者の指定について …………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立吉祥寺美術館の指定管理者の指定について ……………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立松露庵の指定管理者の指定について ……………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立自然の村の指定管理者の指定について …………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立0123施設の指定管理者の指定について ………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市軽費老人ホームの指定管理者の指定について ……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立老人デイサービスセンターの指定管理者の指定について ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立老人介護支援センターの指定管理者の指定について …………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立高齢者総合センターの指定管理者の指定について ……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立北町高齢者センターの指定管理者の指定について ……………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立武蔵野商工会館市民会議室の指定管理者の指定について ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立体育施設の指定管理者の指定について …………………………………………可決（賛成多数）
● 三鷹駅北口昇降施設設置工事に関する協定 …………………………………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市一般会計補正予算（第6回）……………………………………………可決（賛成多数）
● 平成16年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）……………………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）……………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市老人保健（医療）会計補正予算（第1回）……………………………可決（全会一致）
● 平成16年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第2回）…………………………………可決（全会一致）
● 平成17年度武蔵野市一般会計予算 ……………………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市下水道事業会計予算 ……………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算 ……………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算 ……………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市介護保険事業会計予算 …………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年度武蔵野市水道事業会計予算 ………………………………………………………可決（賛成多数）
● 平成17年3月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例 ………………………可決（賛成多数）
● 平成17年3月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例 ………………可決（賛成多数）
● 平成17年3月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例 …………………可決（全会一致）

【議員提出議案（2件）】
● 東京法務局武蔵野出張所の廃止反対に関する意見書 ………………………………………可決（全会一致）
● スマトラ沖大地震及びインド洋津波被害への支援強化に関する意見書 …………………可決（全会一致）

第1回臨時会
【市長提出議案（1件）】
● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ……………………………………………………可決（賛成多数）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください）。

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、8月1日発行の市議会

だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。

ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：6月17日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・年齢・電話番号・

撮影年月日・撮影場所・作品名を写真裏
面に記載し、郵送にてご応募ください。
なお、採用された場合、後日作品のコメ
ントをいただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883
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議会ダイヤル�
自由民主クラブ 460-1884 651-9444

民主・市民ネット 460-1889 651-9587�

市議会市民クラブ 460-1885 651-9445�

市議会公明党 460-1887 651-9479�

日本共産党武蔵野市議団 460-1888 651-9485�

市民の党 460-1890 651-9604�

無会派議員（第7控室） 460-1886 651-9469�

無会派議員（第8控室） 460-1909 651-9629

議会ダイヤル�

TEL 0422-60-1883
E-Mail OFC-GIKAI@city.musashino.tokyo.jp
HomePage http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/

議会事務局�
◎議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせ下さい。�

第１回定例会で可決された意見書は2件
で、政府・国会へ提出されました。その
要旨は次のとおりです。
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す
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成
制
度
事
業
は
平
成
六

年
よ
り
開
始
し
、
本
市
で
は
東
京
都
制
度
に

準
拠
し
た
所
得
制
限
を
設
け
て
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
の
急
速
な

進
行
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
近
隣

市
区
等
で
所
得
制
限
の
撤
廃
を
行
う
自
治
体

が
ふ
え
、
こ
こ
数
年
制
度
の
見
直
し
に
つ
い

て
市
議
会
等
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
第
四
期
基
本
構
想
・
長
期
計
画

の
中
で
は
、
医
療
機
会
保
障
の
公
平
性
や
子

育
て
支
援
策
の
一
環
と
い
う
視
点
か
ら
、
所

得
制
限
を
緩
和
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
、
こ

れ
が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
今
回
の
条
例
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
を
受
け
、
今
年
の
十
月
よ
り

所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
小
学
校
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
市
民
は
、
当
該
児
童

に
か
か
る
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
の
助
成

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
予
算
が
成
立

安
全
・
安
心
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

一
般
会
計
は
五
百
四
十
八
億
円

一
般
会
計
五
百
四
十
八
億
円
を
中
心
と
す

る
平
成
十
七
年
度
の
各
会
計
予
算
が
、
三
月

二
十
八
日
の
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確

定
し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に

代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会

審
査
概
要
及
び
討
論
を
掲
載
）。

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
か
ら
、
下

水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
会
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「優雅」
撮影：山本　修

（武蔵野市●74歳）

場所：緑町（ふじの実保育園）
（2000.5月半ば）

人伝に聞いた藤を見たくて下見のつもり
で電通裏へ出かけてみました。時間が遅
く門は閉まって居り　一声掛けましたが
返事が無く出直すつもりで　十枚ばかり
撮り夕暮れのなかへ薄紫の藤花が沈んで
いく静かな優雅さを楽しませていただき
ました。次の日から雨だったのと　時間
が取れなく再訪問出来ず残念です。

三
月
一
日
か
ら
開
か
れ
た
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
平
成
十
七
年
度
施
政
方
針
演
説
、
こ
れ
に
対
す
る
六
人
の
議

員
か
ら
の
会
派
代
表
質
問
、
平
成
十
七
年
度
各
会
計
予
算
な
ど
の
審
議
や
議
決
の
ほ
か
、

十
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
十
一
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
た
第
一
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
武
蔵
野

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回

市
議
会
定
例
会
・
臨
時
会
閉
会

計
・
老
人
保
健
（
医
療
）
会
計
・
介
護
保
険

事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業

会
計
予
算
（
企
業
会
計
）
ま
で
の
各
予
算
案

に
つ
い
て
は
、
十
四
名
の
委
員
か
ら
な
る
予

算
特
別
委
員
会
（
三
月
七
日
に
設
置
）
に
付

託
さ
れ
、
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
五
日

開
会
の
同
委
員
会
で
正
副
委
員
長
が
互
選
さ

れ
、
続
く
十
六
日
か
ら
実
質
五
日
間
に
わ
た

っ
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
与
座
　
武
予

算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
が
行
わ
れ
、
討

論
終
了
後
各
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
採
択
し
た
結

果
、
各
予
算
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市議会だよりは、市民のみなさんからの公募

写真を一面に掲載しています。次回の応募要

領については、８面をごらんください。

写真�募集中！�

写真�募集中！�

「緑のまちづくりレ

ポーター」は、公募で

選ばれた市民によって

構成され、緑に関する

情報提供や緑化行政へ

の提案及び自主活動を

行っています。主な活

動は緑のかわら版の発

行、腐葉土づくり、公

園花壇の管理などで、

With You

毎年11月に市と協同で開催する「落ち葉の感謝祭」は恒例行事となって

います。第6期のみどりのまちづくりレポーターの終了に伴う記念とし

て、本年4月には市役所前に花壇を制作しました。

１面写真募集要領　 次回の締切6月17日
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